
  

医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。  
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このたび、標記製品の「使用上の注意」を以下のとおり改訂しましたので、お知らせいたします。

今後のご使用に際しましては、本改訂内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 

■改訂内容（   ：改訂・追記部分） 

改 訂 後 改 訂 前 

【使用上の注意】 
3. 相互作用 
(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（省略、変更なし） 
バダデュスタット ロスバスタチンと

バダデュスタット

を併用したとき、

ロスバスタチンの

AUC が約 2.5 倍、

Cmax が約 2.7 倍

上昇したとの報告

がある。 

バダデュスタッ

トが BCRP の機

能を阻害するこ

とにより、ロス

バスタチンの血

中濃度が増加す

る 可 能 性 が あ

る。 

フェブキソスタ

ット 

ロスバスタチンと

フェブキソスタッ

トを併用したと

き、ロスバスタチ

ンの AUC が約 1.9
倍、Cmax が約 2.1
倍上昇したとの報

告がある。 

フェブキソスタ

ットが BCRP の

機能を阻害する

ことにより、ロ

スバスタチンの

血中濃度が増加

する可能性があ

る。 

エルトロンボパグ ロスバスタチンと

エルトロンボパグ

を併用したとき、

ロスバスタチンの

AUC が約 1.6 倍上

昇したとの報告が

ある。 

エルトロンボパ

グが OATP1B1
及び BCRP の機

能を阻害する可

能性がある。 

 

【使用上の注意】 
3. 相互作用 
(2) 併用注意（併用に注意すること） 
 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

 （省略） 

 バダデュスタット ロスバスタチンと

バダデュスタット

を併用したとき、

ロスバスタチンの

AUC が約 2.5 倍、

Cmax が約 2.7 倍

上昇したとの報告

がある。 

バダデュスタッ

トが BCRP の機

能を阻害するこ

とにより、ロス

バスタチンの血

中濃度が増加す

る 可 能 性 が あ

る。 

←追加   

 エルトロンボパグ ロスバスタチンと

エルトロンボパグ

を併用したとき、

ロスバスタチンの

AUC が約 1.6 倍上

昇したとの報告が

ある。 

エルトロンボパ

グが OATP1B1
及び BCRP の機

能を阻害する可

能性がある。 

 

 

■改訂理由 

同一成分薬の使用上の注意の改訂に伴い、自主改訂により「併用注意」の項を改訂いたしました。 

使用上の注意改訂のお知らせ 
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・  今回の改訂内容は、「医薬品安全対策情報（DSU）No.311」（2022年9月）に掲載されます。  

・  最新の電子化された添付文書は、PMDAホームページ「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/ 

info-services/drugs/0001.html）及び弊社ホームページ（https: / /www.kaken.co. jp/medical / index.html）で

ご覧いただくことができます。また、添付文書閲覧アプリ「添
てん

文
ぶん

ナビ®」を利用し、GS1バーコードを読み取

ることでご覧いただくこともできます。  
 

ロスバスタチン錠「科研」のGS1バーコード ロスバスタチンOD錠「科研」のGS1バーコード 

   


